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　当社は、平成27年3月期決算において、下記の通り特別損失の計上および繰延税金資産の取崩しを行うこと

としましたので、お知らせいたします。これに伴い、平成27年2月5日に公表いたしました通期（平成26年4月

1日～平成27年3月31日）の連結業績予想を下記の通り修正いたします。

１. 固定資産の減損損失の計上について

　　　当社の連結子会社であります北海製罐株式会社の設備においては、収益性の低下がみられた飲料缶生産

　　設備等、および株式会社日本キャンパックの設備においては、4月に設置した新ライン稼働に伴い処分予定

　　となった充填設備等について「固定資産の減損損失に係る会計基準」に基づき検討した結果、当該固定資

　　産の帳簿価額を減損することなどにより、減損損失 5,550百万円を特別損失に計上することといたしまし

　　た。

２. 繰延税金資産の取崩しについて

　　　当社の連結子会社であります北海製罐株式会社において、今後の業績見通しを踏まえ、繰延税金資産の

　　回収可能性を検討した結果、繰延税金資産 1,320百万円を取崩し、法人税等調整額に計上することといた

　　しました。

３. 平成27年3月期通期 連結業績予想数値（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

（金額の単位：百万円）

前回発表予想（Ａ）

今回発表予想（Ｂ）

増減額（Ｂ－Ａ）

増減率（％）

（ご参考）前期実績

（平成26年3月期）

修正の理由

　　通期の連結業績予想につきましては、清涼飲料市場の不振の影響等を受けましたため売上高は減少するも

　のの、一層の固定費削減等に取り組んだことにより、営業利益および経常利益ともに増加する見込みであり

　ます。また、「１．固定資産の減損損失の計上について」および「２．繰延税金資産の取崩しについて」に

　記載の通り減損損失および法人税等調整額を計上することにより、当期純利益が前回予想を下回る見通しで

　あることから、通期の業績予想を修正いたします。

　　なお、期末配当予想につきましては、平成27年3月期 第3四半期決算発表時（平成27年2月5日）に公表した

　内容から変更はありません。

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の実績は、

　今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

　 　　　以　上

固定資産の減損損失の計上および繰延税金資産の取崩し

並びに平成27年3月期通期業績予想の修正に関するお知らせ

記

円　銭

153,000 800 1,700 △ 6,200 △ 92.18

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

△ 0.6% 14.3% 21.4% －

154,000 700 1,400 600 8.92

169,714 3,765 4,639 1,966 29.24

△ 1,000 100 300 △ 6,800


